
  

●徳島県「ふるさと起業家支援プロジェ
　クト」寄附

【内容】「ふるさと起業家」を支援するため、「ふる
さと納税制度」を通じた寄附を募集しています。
詳しくは、県ふるさと納税サイトをご覧ください。

【応募期限】12月31日
【問】県企業支援課 ☎621-2369 FAX621-2853

●県立中央テクノスクール訓練生
【訓練科】介護初任者研修科
【訓練期間】令和5年1月30日～3月29日
【ところ】日建学院徳島校
【定員】15人 【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】令和5年1月12日
【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●新型コロナワクチン大規模集団接種
【内容】県が実施する大規模集団接種会場では、
モデルナ社のオミクロン株BA.4-5対応ワクチ

●令和４年度クリーニング師試験
【とき】令和5年2月9日10：00～
【ところ】徳島合同庁舎
【申込期間】令和5年1月4～12日
【申込先】▽県内在住の人：住所地を管轄する
各保健所 ▽県外在住の人：県安全衛生課

【願書】12月14日から各保健所、県安全衛生課
で配布

【問】県安全衛生課 ☎621-2264 FAX621-2848

●令和4年度ふぐ処理師試験
【とき】令和5年2月9日10：00～
【ところ】ふれあい健康館
【申込期間】令和5年1月10～20日、
（一社）徳島県食品衛生協会へ
【問】県安全衛生課 ☎621-2229 FAX621-2848
または（一社）徳島県食品衛生協会
☎621-2219 FAX621-2848

ど、瀬戸内海をその多面的価値・機能が最大限
に発揮された「きれいで豊かな海（里海）」とす
るための計画

【応募期限】12月26日
【問】県環境管理課 ☎621-2272 FAX621-2847

◆徳島県病院事業経営強化計画（素案）
【内容】県立病院としての機能・価値を高め、関
連病院との連携・機能分担の下、経営の改善・安
定化を推進するための取組指針としての計画

【応募期限】12月27日
【問】県病院局経営改革課
☎621-2302 FAX654-9086

◆徳島県発達障がい者総合支援プラン
　（第3期素案）

【内容】発達障がい者への支援を総合的、計画
的に進めるために策定した「徳島県発達障がい
者総合支援プラン」の改定

【応募期限】令和5年1月10日
【問】県発達障がい者総合支援センター
☎0885-34-9001 FAX0885-34-9002

※市外局番０８８を省略しています。

ンの接種を実施しています。年末年始の感染拡
大に備え、ワクチン接種をご検討ください。

【予約】コールセンター ☎0120-567-571
または専用サイトから

【問】県ワクチン・入院調整課
☎621-2894 FAX621-2818

●パブリックコメント
◆徳島県ワンヘルス推進条例（案）

【内容】人、動物、環境を別々のものと考えるので
はなく、一つのものとして考える「ワンヘルス」の
理念浸透に向けた取組を推進し、人と動物の健
康、環境の健全性を一体のものとして守ること
ができる社会の構築を目的とした条例

【応募期限】12月22日
【問】県議会事務局 ☎621-3009 FAX655-2530

●オープンとくしま・パブリックコメント
◆瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画
　（素案）

【内容】美しい景観が形成されていることや生
物の多様性・生産性が確保されていることな

県庁だより
県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

募集しています

お知らせ

資格・試験

ご意見募集

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

  高越山、通称「おこおっつぁん」の裾野に阿波和紙産業
会館があります。この館内では、昔ながらの製法で「手す
き和紙」を作っています。こうぞやみつまたなどを原料と
し、皮をはぎ乾燥させ、一昼夜流水に浸し、繊維に残った
ゴミを洗い流します。その他にも工程があり、紙すきをする
までに何日もかかります。
　私は、実際に手すき和紙を
体験したことがありますが、す
けたにうまく均等に原料の繊
維を汲み込ませることができま
せんでした。職人の人たちは、
いろいろな大きさのすけたを
使い、伝統的な和紙をはじめ、
現代的なデザインの和紙を
すいています。和紙といえば、

「和」の象徴的な逸品ですが、外国からも多く支持され、
住宅の壁紙やコピー用紙などにも利用されています。
　五百年以上前の初代徳島藩主が、原料の保護を奨励
したことから、農家の副業となり、現代まで受け継がれて
いる阿波和紙を是非、手に取ってみて下さい。手すき和紙
体験もできるので楽しいですよ。 

●あわっ子文化大使リポーター

徳島県立川島中学校　藤
ふじい

井 紅
くれは

羽

伝統を受け継ぐ
阿波和紙

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

阿波和紙産業会館と手すき和紙
（阿波和紙産業会館提供）

レタスのホットシーザーサラダ
①	レタスを1cmぐらいの千切りに、ベーコンは1cm幅に

カットする。
②	フライパンにオリーブオイルを入れて熱し、ベーコンを

入れて中火で炒め、取り出す。
③	フライパンにオリーブオイルを熱し、レタスをしんなりす

るまで炒め、塩胡椒をふり、②のベーコンと共に器に盛る。
④	真ん中に温泉卵を落とし、粉チーズと粗挽き黒胡椒、
	  ［Ａ］を混ぜたドレッシングをかける。
⃝	レタス1/2個、ベーコン4枚、オリーブオイル大さじ1、
	 塩胡椒少々
⃝	温泉卵2個、粉チーズ大さじ1、粗挽き黒胡椒適量
⃝	［Ａ］マヨネーズ大さじ2、おろしニンニク小さじ1/4、
	 牛乳大さじ2、粉チーズ大さじ1、酢小さじ1
◀レシピはこちらから  レシピ提供：もうかるブランド推進課

徳島県新型コロナ関連相談コールセンター

新型コロナワクチン接種に関する、副反応等のご相談は…

かかりつけ医がいない、相談する医療機関がない場合は…

少しでも体調の異変を感じたら
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください

新型コロナワクチン接種後も引き続き、感染防止対策をお願いします。
「３密（密閉・密集・密接）」の回避、マスクの着用、手洗い、手指消毒や換気の励行 など

24時間対応
土・日・祝日含む

●コロナ後遺症相談窓口
「症状や体調に関する相談」や「症状に応じた医療機関」をご案内します。 FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

●受診・相談センター 受診可能な「診療・検査協力医療機関」をご案内します。

聴覚に障がいのある方など、電話でのご相談が難しい方は、FAXをご利用ください。

●その他、県内のコロナウイルスに関する一般相談
FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

陽性となり、自宅療養されている方の体調急変時における連絡・相談を受け付けます。

●とくしま健康フォローアップセンター「専用相談窓口」
FAX：0570-063-123

専門的な知識を有する看護師や保健師が24時間対応し、接種による「副反応」や「医学的

知見が必要となる専門的な相談」などを承ります。

●新型コロナワクチン専門相談コールセンター
FAX：0120-939-412（フリーダイヤル）
✉vaccine_tokushima@bricks-corp.com

●給付対象
対象月※1の仕入原価等が、
基準期間※2の任意の同じ
月の仕入原価等と比較して
増加し、かつ営業利益※3が

「30％以上」減少していること。
※1対 象 月／令和4年4月～11月のいずれか
※2基準期間／平成31年～令和3年の4月～11月
※3営業利益／売上 − （仕入原価＋光熱水費＋
　 　　　　　 燃料費）

●支 給 額 法人20万円、個人10万円

●申請期間 令和5年2月28日まで

「徳島県物価高騰対策応援金」
の募集を開始しました

【問】徳島県物価高騰対策
応援金コールセンター
☎088-602-1261 

詳しくは
こちら

全業種対象！

大
規
模・特
殊
災
害
に

一 

丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う

緊
急
消
防
援
助
隊
！

緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

県
内
71
隊
が
活
動

　

被
災
地
の
消
防
力
だ
け

で
は
対
応
が
難
し
い
災
害

が
発
生
し
た
際
、全
国
の

消
防
機
関
が
応
援
に
駆
け

つ
け
る
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」。徳
島
県
内
に
は

13
の
消
防
本
部
が
あ
り
、

全
部
で
71
隊
の
緊
急
消
防

援
助
隊
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
10
月
に
阿
南
市
で

開
催
さ
れ
た
中
国・四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
合
同
訓
練
で
は
、

被
災
地
と
し
て
支
援
を
受

け
る
立
場
か
ら
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
県
外
か
ら
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
応
援
部

隊
が
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で

き
る
よ
う
、被
災
地
の
消

防
隊
は
迅
速
か
つ
正
確
に

指
揮
を
執
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
の
経
験
が
積

め
た
こ
と
は
本
当
に
大
き

か
っ
た
で
す
ね
」と
徳
島
市

消
防
局
の
金
澤
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

頻
発
化・甚
大
化
す
る

災
害
に
備
え
て

　

緊
急
消
防
援
助
隊
が
組

織
さ
れ
た
の
は
阪
神・淡
路

大
震
災
が
発
生
し
た
平
成

７
年
。国
家
的
な
視
点
か

ら
、人
命
救
助
等
を
効
果

的
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と

を
目
的
に
、全

国
の
消
防
機
関

が
相
互
に
援
助

す
る
た
め
の
仕

組
み
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大

震
災
を
は
じ

め
、熊
本
地
震

や
広
島
の
土

砂
災
害
の
時
に

は
、徳
島
の
部

隊
が
被
災
地
に

向
け
て
出
動
し

ま
し
た
。本
県

で
も
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の

発
生
が
危
惧

さ
れ
る
中
、緊
急
消
防
援

助
隊
が
担
う
役
割
は
よ
り

大
き
く
な
って
い
く
は
ず
で

す
」と
金
澤
さ
ん
。

　
「
一人
で
も
多
く
の
命
を

救
う
た
め
、今
後
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。私
た
ち
が
駆
け
つ
け
る

ま
で
大
切
な
命
を
自
分
自

身
の
手
で
守
れ
る
よ
う
、県

民
の
皆
さ
ま
に
も
自
助
と

共
助
の
力
を
高
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

災
害
対
応
力
を

強
化
す
る
実
践
的
な

訓
練
を
実
施

　

阿
南
市
で
行
わ
れ
た
合

同
訓
練
で
は
、崩
れ
か
か
っ

た
ビ
ル
や
土
砂
災
害
か
ら

の
救
助
訓
練
を
は
じ
め
、

多
く
の
傷
病
者
を
ス
ム
ー

ズ
に
医
療
チ
ー
ム
へ
と
搬

送
す
る
訓
練
や
、ヘ
リ
や
巡

視
船
に
よ
る
部
隊
輸
送
訓

練
な
ど
、徳
島
で
の
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
合
同
訓
練
で
は
、事
前

に
訓
練
の
進
行
や
シ
ナ
リ

オ
を
伝
え
な
い
、ブ
ラ
イ
ン

ド
型
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。想
定
外
の
こ
と
が

次
々
と
起
こ
る
状
況
の
中

で
、い
か
に
自
分
た
ち
が

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る

の
か
。そ
ん
な
実
践
的
な

訓
練
を
通
じ
て
多
く
の

●不測の事態に対応できるよう、本番さながらの合同訓練を実施。

●県外の応援部隊を的確に配備することも重要な役割の一つ。

大
規
模
災
害
や
特
殊
災
害
が
発
生
し
た
際
、他
県
の
機
関
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
救
助
に
あ
た
る
緊
急
消
防
援
助
隊
。今
回
の

合
同
訓
練
に
参
加
し
た
、徳
島
市
消
防
局
の
金
澤
敏
郎
さ
ん
と
、

阿
南
市
消
防
本
部
の
小
坂
佳
久
さ
ん
に
、そ
の
活
動
内
容
や

隊
員
と
し
て
の
心
構
え
を
伺
い
ま
し
た
。

徳
島
市
消
防
局
　
金
澤 

敏
郎 

さ
ん

阿
南
市
消
防
本
部
　
小
坂 

佳
久 

さ
ん

課
題
と
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
、今
後
へ
の
大
き

な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
阿
南
市
消

防
本
部
の
小
坂
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

人
と
人
の
交
流
が

現
場
力
を
高
め
る

　

迅
速
な
人
命
救
助
活
動

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

災
害
対
応
力
に
加
え
、各

関
係
機
関
の
連
携
が
重

要
。今
回
の
訓
練
で
は
78

機
関
・６
７
２
名
が
参
加

し
、連
携
活
動
能
力
の
向

上
を
図
り
ま

し
た
。

　
「
他
県
の
部

隊
と
の
交
流

な
ど
を
通
じ
て

〝
顔
の
見
え
る

関
係
〟を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が

非
常
に
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま

す
。一
度
会
っ
た

り
言
葉
を
交

わ
し
た
り
し
た

こ
と
の
あ
る
方

が
応
援
に
来
て

く
だ
さ
る
こ
と

で
、よ
り
迅
速
で
効
果
的

な
対
応
へ
と
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
」

　

地
域
の
消
防
隊
の
一
員

と
し
て
、普
段
か
ら
仲
間

と
と
も
に
、地
域
の
暮
ら
し

を
守
り
続
け
て
い
る
小
坂

さ
ん
。「
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

今
後
も
緊
張
感
を
保
ち

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
。今
回
の
合
同
訓
練
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
に

つ
な
が
る
よ
う
活
か
し
て

い
き
ま
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

●お問い合わせ先  危機管理環境部 消防保安課 ☎088-621-2284 FAX088-621-2849   

緊急消防援助隊 徳島県大隊の出動記録
平成7年緊急消防援助隊創設以来、徳島県大隊として3回出動

●東日本大震災 平成23年（宮城県）  ●地上隊：15隊 57人  ●航空隊：1隊 12人

野営状況（宮城郡利府町） 部隊移動（宮城郡七ヶ浜町）

●平成28年熊本地震（熊本県）  ●地上隊：14隊 55人

捜索救助活動（阿蘇郡南阿蘇村） 捜索救助活動（阿蘇郡南阿蘇村）

●平成30年7月豪雨（広島県）  ●地上隊：75隊 290人  ●航空隊：1隊 5人

捜索救助活動（安芸郡坂町） 水陸両用バギーでの活動（安芸郡坂町）

緊急消防援助隊PR動画
どこでも起こりうる大規模災害。緊迫した人命救助活動の中で消防士たち
は「何を感じ、活動しているのか」、大規模災害時の映像や訓練映像を交え、
消防の活動を詳しく解説しています。

徳
島
が
被
災
地
に
な
っ
た
際
、

責
任
を
持
っ
て
指
揮
で
き
る
よ
う
に
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
大
き
な
力
に
な
る
。

詳しくはこちら


